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1.はじめに 

 

障がい者支援を通じてだれもが暮らしやすいまちづくりを目指すグループ IncluDe（イン

クルデ）では、2018 年から松山市内でバリアフリールームを設置しているホテルの調査を

開始しました。調査方法として車いす当事者と一緒に実際にホテルを訪れバリアフリール

ームを見学させていただくという方法で行ってきたのですが、調査を進めるうちに分かっ

たことがいくつかあります。 

 

一つは多くのホテルが 2017 年のえひめ国体（障がい者スポーツ大会）の開催を契機にバ

リアフリールームを設置しているのですが、改装による設置のため、基礎部分は改修する

ことができず、結果車いす当事者として何らかの不便を抱える、使いづらさが残っている

ところが多いということです。例えばホテルに入ってから部屋に行くまでに数か所のスロ

ープを通過しなければならなかったり、部屋のバスルームの大きさが十分でないため使い

づらかったりすることなどです。 

 

もう一つはここ数年で新築されたホテルのバリアフリールームであっても必ずしも使い

勝手がよいものであるとは限らないということです。例えばバスルームのトイレに片側に

しか手すりが設けられていなかったり、あるいは室内に車いすが通れる十分なスペースが

なかったりすることなどです。 

 

このため車いす当事者は新旧のホテルにかかわらず何らかの不便を強いられることが多

いというのが現状です。しかしながら一ホテルユーザーとして思うに、極端な安さを売り

としたところは別としても、ホテルとはやすらぎの空間であって欲しいと思います。言い

換えればできる限りストレスがかからないとも言えます。それは車いす使用者であっても

同じだと思います。車いすの当事者といってもその障害の状況は一人ひとり違い、必要な

設備等は変わってきますが、できる限り多くの障がい者にとって使い勝手のいい、快適に

過ごせるバリアフリールームであってほしいと思います。 

 

新バリアフリー法が改正、2019 年 9 月に施行され、客室数 50 室以上のホテルでは 1％以

上のバリアフリールームを設置することが義務付けられました。そこにはバリアフリール

ームや多目的トイレの一定の基準も示され、今後は車いす当事者にとっても使いやすいバ

リアフリールームが増えてくることと思います。 

 

しかしながら法律の施行によってもどうにもならないことがあります。それは松山市の

メイン観光地である道後エリアはホテルが集中している場所でもありますが、道後温泉本

館の東側から北側は高台となっており、そこに多くのホテル建てられているためホテルへ
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の行き来は坂道を通らざるを得ないということです。それゆえ車椅子使用者等は気軽に何

度も行き来ができるわけではありません。 

 

一方松山市中心街は松山城等の観光資源もあり、かつビジネスの中心地でもあります。

そして地形的にはほぼ平坦です。また市内電車・バス等の交通の便も至便です。車いす使

用者にとっても比較的移動しやすくなっています。しかしながら中心街のホテルにおいて

はそのほとんどが先ほどの状況であることに変わりありません。何らかの不便があるバリ

アフリールームとなっています。 

 

そこで貴ホテルの建て替えを機会に、ぜひともバリアフリーを重視した建物としていた

だき、より多くの人が満足できる、名実ともに松山で誇れるホテルとなってほしいと思い 

今回の提案をさせていただきます。 
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2.バリアフリーを必要とする背景 

 

2-1.時代背景から考えるバリアフリー化の必要性 

2020 年に開催される東京オリンピック・パラリンピックに向けての機運がどんどん高め

られています。各メディアではその話題が頻繁に取り上げられていますし、テレビ等の CM

においても出場するであろう選手が出演しています。それらの中で今回特に力が入れられ

ていると分かるのがパラリンピックを盛り上げようとする動きです。オリンピックの候補

選手と共にパラリンピックの候補選手も多く出演しています。また彼らを特集した番組や

記事もよく見かけ、国民のパラスポーツ（パラアスリート）への関心を高めようとしてい

ます。 

 

 

 

 

今回の開催で世界中からパラアスリートがやってくることもあり、東京を中心に各施設

や機関のバリアフリー化が進められています。それははじめにでも書いた法律の面からも

促進が促されています。新バリアフリー法の改正によって客室数 50 室以上のホテルでは

1％以上のバリアフリールームを設置することが義務付けられ、一定の基準も示されました。

またホテルのバリアフリールームやその中で工夫されている箇所などがニュース等で紹介

されるなどしています。これらのお陰で今後は車いす当事者にとってこれまで以上に外出

しやすくなっていくと思いますし、旅行もしやすくなることと思われます。 

 

 

少子・超高齢社会の中でのバリアフリー 

しかしそれは決して障がい者と呼ばれる人たちのためだけではありません。日本では

2025 年に団塊世代が全員 75 歳以上の後期高齢者となります。おそらく今以上に日常で車

パラリンピックにもオリンピック同等の大企業と企業数がスポンサーに 
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いすを使用する人が増えてくることでしょう。彼らは日本の高度成長期からバブルに至る

までの時代、つまりは日本経済の黄金期を担ってきた人たちです。また彼らは余暇を楽し

むことを知っている世代でもあります。たとえ介護が必要となったとしても充実した生活

を求めるのではないでしょうか。そのひとつとして旅行も考えられるのではないでしょう

か。その際に客室をはじめバリアフリーによる使い勝手の良さはホテルを選ぶ際の重要な

項目のひとつとなると思うのです。 

 

またバリアフリーは乳幼児を抱えた親御さんにも有効です。ベビーカーは車いすと同様

なスペースを必要としますし、段差がないことはスムーズな移動にも寄与します。部屋の

家具類やコーナーが面取りされていたり保護材が設けられていたりすることは障がい者や

高齢者だけでなく乳幼児にも有効です。少子化もあり現在は子育て世代への配慮も重視さ

れている時代です。また若き世代はネットで情報収集してから行動する傾向にあります。

きめ細やかな配慮は選択の際に重要なポイントとなることでしょう。バリアフリーは障が

い者だけでなく、高齢者、乳幼児家族等様々な人々にとって有効です。 

 

 

 

 

バリアフリーと AI 

日本は既に人口減少社会に突入しています。少子化のために生産人口は著しく減少して

います。サービス産業の中でも介護現場においてその影響は特に顕著となっており、それ

を補う手段として、外国人労働者を雇ったり、介護ロボットをはじめ AI の導入が取り上げ

られています。それは今後ホテルにおいても同様でしょう。様々な部門において AI の導入
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や新たな担い手が必要となると思います。しかしながらホテルにおいて AI の導入は宿泊体

験の向上としても必要になると考えられます。例えば音声によって室内の空調や照明など

の環境をコントロールできるテクノロジーが2025年までに普及するとホテル業界でも予想

されています（※１）。しかしながらこれは一般の旅行客の宿泊体験の向上としてだけでな

く、身体に不自由を抱える障がい者にとってもありがたい機能となります。なぜならそも

そも移動等に困難を抱える人たちが、その場で声を出すだけでよいのですから。 

 

PC とその周辺機器の発展と普及は様々な社会の障壁を取り除いたり、低くしたりしまし

た。それは多くの障がい者の社会参加にもつながり、障がい者と一般の人との格差を縮め

ることができました。現在ではビジネスシーンにおいて車椅子の方など当事者の不便を解

消しようと起業することも多くなっています。それは高齢者や子育て世代にも役立つもの

となっています。また障がいがあっても一般の人と同様に働く人も増えています。AI を始

めとする IT 技術の発展はこれまで以上に壁を壊すと同時に障がい者をはじめより多くの

人々にバリアフリーをもたらすことになるでしょう。それはホテルにおいても例外ではな

いと思います。 

 

 

新しい世代の台頭 

超高齢社会となりゆく現在、高齢者の就労問題も大きな課題として挙げられていますが、

現場における一番の活躍世代が若き世代であることは今後も変わりはないでしょう。近年

その現場で台頭し始めているのはミレニアム世代であり、この世代はバブル期以前の世代

とは全く違う考え方をするようになっているとも言えます。その大きな特徴のひとつとし

て彼らは競争することよりもシェアをすることに重きを置くようになっています。また仕

事だけでなく、生活全般を重視し、それぞれの個性と多様性を受け入れる世代ともなって

います。どのような人、どの国の人とも対等に付き合い、また AI との共存も当たり前にあ

る世代です。それはどのような障害があろう人とも対等であることに変わりないことでし

ょう。ヨーロッパ諸国では障害のある人もそれをひとつの個性として社会に受け入れられ

ています。日本でもこの先そうなっていくことと思われます。その考えこそがバリアフリ

ーの基礎ともなるともいえます。 

 

 

 

2-2.ツーリズムから考える愛媛県松山市 

 

愛媛の観光の可能性 

世界的な日本の観光ブームとなっています。ヨーロッパ、アジア各国から訪日客が訪れ
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京都などは大変な賑わいとなり、新たな混雑問題等が発生しているほどです。現在は東京

や京都などの主要都市とその周辺が彼らの主な訪問先となっていますが、国は主要都市の

観光が一巡した後は地方への誘致も進めていこうとしており、日本観光の新ゴールデンル

ートを発表しました。その新ゴールデンルートの中にはしまなみ海道や松山（と内子）が

入っています。 

 

 

 

そのしまなみ海道のある瀬戸内海は世界的にも評価されつつあります。ニューヨークタ

イムズでは 2019 年に行くべき 52 カ所の第 7 位に「瀬戸内海」が選ばれました。また世界

シェア No1 の旅行ガイド「LonlyPlanet（ロンリープラネット）」では「2019 年 アジア太

平洋の 10 の最高の場所」の第 2 位に四国が選ばれ、秘かに瀬戸内海と四国が世界的に評価

されています。豪華客船の寄港もあり今後世界のより多くの人々が四国や瀬戸内海に注目

することになりそうです。瀬戸内海、しまなみ海道を持つ愛媛県は大きな可能性を秘めて

います。そして瀬戸内海・しまなみ海道を訪れたいと思う人の中には車椅子使用者もいる

ことでしょう。 

 

 

自転車文化とバリアフリー 

しまなみ海道は海の上を走る自転車道として現在サイクリストが一度は訪れ走りたい世

界的聖地となりつつあります。自転車文化の長いヨーロッパの人々、あるいはジャイアン

トなど大手自転車企業を持つ台湾からの人々などが連日訪れています。しまなみ海道を抱

える愛媛県は早くからサイクリストに注目し、県内の自転車道の整備を進めています。数

年前に県庁内にも自転車新文化推進課が設けられ、観光だけでなく、健康やエコロジーも

含めた総合的な政策の一環として愛媛県の自転車文化を作ろうとしています。今後自転車

文化は様々な形で広がりを見せていくものと思われます。 

 

- 7 - 



  

 

 

さてしまなみ海道を走る自転車を見てみると、その多くがロードバイクであることがわ

かります。それらを（元自転車乗りの視点から）更に詳しく見てみると、その大半が 10 万

円から 30 万円のものが多いと思われます。時には 50 万、100 万円以上はするだろうと思

われる高額なバイクも見かけます。 

これらの自転車を所有する人の特徴として、できる限り傷をつけたくないという気持ち

が強く、自転車を止める場所・保管する場所に注意を払う傾向があります。特に宿泊先の

保管は気になるところです。雨に濡らしたくない、傷つけられたくない、何より（夜間に）

盗難されたくないと思うのです。彼らが一番安心できるのはホテルの室内に持ち込めるこ

とです。さらに言えば分解することなくそのままの状態で室内に持ち込めることが理想で

す。室内で一定の作業などができれば最高です。そのためにはエレベーターや室内に一定

のスペースが必要となります。自転車の幅が 45 ㎝、人の幅 60 ㎝とすると計 105 ㎝の幅と

なり、100cm 以上の幅は車いすにとっても通りやすい幅となり、両者にメリットとなり得

ます。これはベビーカーを持参している家族にも役立つことでしょう。 

 

 

 

しまなみ海道を走るサイクリスト。女性のサイクリストも多い。 

- 8 - 



 

 

 

 

2-3.ロケーションにおけるバリアフリーの必要性 

 

松山市は四国最大の都市であり、四国の入り口としての役割を香川県と二分していると

いえます。松山市の中心街はビジネス街でもあり、松山城・萬翠荘等の観光地でもあり、

また銀天街・大街道、そこに隣接する歓楽街を抱える商業地（繁華街）でもあります。日

本の新ゴールデンルートに位置する松山は愛媛観光だけでなく、四国観光のハブにもなり

得ます。しかしながらはじめにでも書きましたが道後エリアのホテルの多くは地形上高台

に位置します。そのためどれほど快適なバリアフリールームがあろうと、車いす使用者は

何度も気軽に行き来することは容易ではありません。 

  

  

 

一方松山中心街は平坦なエリアとなっています。ビジネスや商業地の中心地であり、四

国観光のハブに位置する、しかも平坦地に位置するホテルがバリアフリーを重視したもの

であることは障害者や高齢者、あるいは乳幼児連れの親御さんにとってもありがたいこと

道後温泉東側と北側の道路は坂道 

車椅子等の各寸法 
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ですし、今後国際的にみても大きな評価ポイントとなるのではないでしょうか。 

 

  

 

 

以上社会的背景、ツーリズム、ロケーションにおける 3 つの観点からバリアフリーにつ

いて考察しましたが、時代の流れとしてバリアフリーは必然であると思われます。世界の

生活水準が均一化していく中で、多様性を受け入れるための施設の整備は今後大きな可能

性が開かれていくものと思われます。 

松山市中心街は平坦 
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3.各団体の要望の解説と（個人的）見解（※2、※3） 

 

障害のある個人や障害者支援団体、子育て支援団体にホテルのバリアフリーに関しての

要望をヒアリングしました。それぞれの要望を記載するとともに、個人的な意見を述べま

す。 

 

身体障害者（肢体不自由）からの要望 

◎客室(バリアフリールーム)に関するもの 

○バリアフリールームはスライドドアがよい。 

○入口、トイレ、風呂等のドアを段差なしで８０ｃｍ以上幅がほしい。 

○客室内の通路は、100cm のゆったりスペースが欲しい。 

○ユニバーサルルームのみ(可能なら全室)でも良いので、ドアストッパーが壁にくっつい

ているものがあると使いやすい。 

○バリアフリールームの電気・カーテン・エアコンなどをリモコンで操作できるように

して欲しい 

○音声による操作（アレクサのような） 

○呼吸器や吸引器が必要なので、枕元にコンセントがたくさんほしい 

○電動車いすや呼吸器等の充電必要なので、多めのコンセントが欲しい。 

 

 

 

 

（個人的見解） 

 

車椅子で開き戸を開閉する場合ドアノブをひねり押す場合前に体を傾け、車いすを動かさな

ければなりません。またドアを引く場合も車いすを移動させなければなりません。介助者がい

る場合でも、車いすをドア付近から一旦移動させてからドアの開閉をするようになります。一

方引き戸であれば車椅子を移動させることもなく開閉することができます。これは大きめのス

ーツケースを持っている人、自転車を持ち込む場合にも便利です。（止まる、あるいはゆっくり

しまるドアだとなお便利です。） 

 

もし開き戸であるならば、よくドアが自然に閉るものもありますが、車いす使用者にとって、

あるいは介助者にとって奥まで押せばそこで止まるタイプのものであるとあると使い勝手がよ

いです。 

 

- 11 - 



 

室内のバスルームのドアも車椅子にとっては同様です。また通路からバスルームに出入

りの際車椅子の向きを変える必要があるので通路は 100cm は欲しいところですし、バスル

ーム入口のドアも大きめであると助かります。 

 

  

 

背景でも書きましたが、ホテルに AI 導入は必修でしょうし、客室に導入するのも宿泊体

験向上に必要です。声でカーテンの開閉、電気の点等消灯等ができるのは一般の人の体験

向上となるだけでなく、肢体不自由の人にとっては大変ありがたい機能となります。 

また昨今は誰もがスマホを持ち歩き、その他 PC 等などの電気機器を持ち歩いている人が

多くいます。多めのコンセントは多くの人に役立ちます。 

 

 

◎バリアフリールームにあると便利な器具 

○移乗時に使う、床走行式か天井走行式のリフトがほしい。吊り具もあれば尚ありがた

い。（※床走行式だとベッドの下にリフトの足が入る空間が必要になります。） 

○電動昇降ベッド（介助者さんの腰の負担を軽減するために、高さの調整ができるベッ

ドが欲しい） 

○ベッドマットの堅さ（寝返りできない人に大事な問題） 

○エアマット機能が付いたベッドが欲しい。 

○体位交換時にクッションが複数あれば助かる。 

○機能の良いシャワーチェアーの設置 

○大きな室温計、湿度計が欲しい。 

室内の通路が狭いと車いす使用者にとっては大変。家具類に手をぶつけ

ることもあり、ストレスフル。通路やベッド間に十分なスペースがあると

ありがたい。 
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最近の介護用ベッド（電動ベッド）は高級感あるものも増えています。ホテルの客室にあっ

ても見劣りしないものもあります。ベッドの高さ調節できるものは足腰の弱った高齢者にも役

立ちます。またリクライニング機能は一般の人が読書をする際、テレビを見る際にも有効です。 

 

  

 

 

 

 

リフトは介護が必要な高齢者にも役立ちます。天井走行式であると、天井にレールがあるよ

うになり、見た目は何かと気になることがあります。床走行式であれば、複数のバリアフリー

ルームを設けるならば、バリアフリールーム使用者が必ずそれが必要とも限らないので貸出器

具とすることも可能です。 

 

       

 

 天井走行式のリフトのレール（左写真）と移動式リフト（右写真） 

ツインルームの一方のベッドが電動ベッド。ただし病院的なベッドだとホテル感が失われてしまう。

最近の電動ベッドには家具調のものもあり、ホテル室内に設置しても見劣りしないものもある。 
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◎その他 

○車椅子用の空気入れの設置 

○各階に障害者が使用出来る多目的（オストメイト対応・車椅子）トイレを数部屋確保

してほしい。 

○床が絨毯だと車いすのタイヤが動きにくいことが多いため、できるだけタイルの床に

していただきたい。 

○ストレッチャーが入る大きさのエレベーター 

○バリアフリールームを、各階に欲しい。 

○ホテル入り口付近に、屋根付きの身障者用駐車場を確保して欲しい。 

○シャワーチェアーで入れる大浴場。 

○移動困難者の食事の配膳（朝食バイキングなど）） 

 

 

（大きな）室温計、湿度計は、乳幼児連れにも役立ちますし、一般の顧客にもあると便利な

ものです。 

 

シャワーチェアは高齢者においても役立ちます。もし大浴場なども設けるならば、そこと共

用とすることも可能です。 
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車椅子利用者等は一般の人よりもトイレを占有する時間がどうしても長くなります。多目

的トイレが複数個所あると助かります。 

 

最近大腸がんの増加と共にオストメイトが必要な人が増えています。簡易型のものでもあ

ると助かります。複数の多目的トイレを設ける場合、1 か所はオストメイト、2 か所目は多

目的シート＋簡易型オストメイト（シャワーの設置や蛇口の設置）とするとより多くの人の

ニーズに応えられます。 

 

 

もし自転車等を客室に入れることが可能ならば大きめのエレベーターがあるとサイクリ

ストにとっても助かります。またベビーカーを押している親御さんにとっても助かります。 

 

床が絨毯（特に毛が長いもの）は車いすを自走する方には大変動かしづらくなります。ま

た介助する側（車いすを押す者）にとっても動かしづらくなります。廊下はフローリングで

滑りにくい材質だと助かります。 

 

屋根付きの駐車場は乳幼児連れの親御さんにとっても助かります。 

 

 

 

 

 

 最近ではフロントにローカウンターを設けているところも多く見受けられます。車椅子使

用者にとってありがたいだけでなく、高齢者にとっても椅子に座ったまま受付等してもらえ

ることは助かります。また乳幼児連れにとっても助かります。 

 

乳幼児連れ家族。ベビーカーと荷物とかなりの量となる。また兄弟がいるとより多くのスペースが

必要 
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視覚障害者からの要望 

 ○部屋の番号を浮き彫りにしてほしい。 

 ○エレベーターは点字を張るのもよいが、各階ボタンの数字を浮き彫りにしてほしい 

 ○エレベーター前には点字ブロックが欲しい。（2 ミリのでいい。） 

 ○ボディーソープ、シャンプー等の区別がつくようにしてほしい。（点字でもよい。） 

 ○カラーユニバーサルデザインを採用してほしい。 

 

 

 

視覚障害者の場合、決してバリアフリールームの方が使い勝手がよいとは限りません。ハ

ード面よりもソフト面でのバリアフリーの方が大切ともいえます。しかしながら（一般客室

も含め）客室番号が浮き彫りであること、エレベーター前の点字ブロックがあること、これ

によって一人のときでも対応できます。 

 

ボディーソープ、シャンプー等どれも同じ入れ物に入っているので視覚障害者には区別が

つきません。点字があると助かります。（最近市販のものにも区別できるポッチあり）。もし

なければ輪ゴム等で区別できるようにすることも可能です。 

 

カラーユニバーサルデザインとは、多様な色覚に配慮して、情報がなるべくすべての人に

正確に伝わるように、利用者の視点に立ってデザインすることを言います。（※4） 

 

  

 
部屋番号の浮彫表示（床から 140㎝程度が車いす使用者にも見やすく、視覚障害者にも触れやすい。）

また引き戸のドアは車いす利用者にとっては使いやすい。ただしこのドアは軽く開きやすいが、見栄

えは劣るようになってしまう。木目調等の引き戸にすると高級感が出てくる。 

左写真は一般の人と色弱者の見え方の違い。 
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聴覚障害者からの要望 

 ○難聴、耳の不自由な者としては、緊急放送、ドアブザー、電話のベルに対応した枕の

下に敷く「振動板」を貸出用として備えてください。 

 ○光や振動で知らせる装置を 2，3 台貸出できるよう常備しておいてほしい。 

 ○サウンドアシスト（補聴スピーカ）欲しい。 

 

 

 

子育て世代からの要望（乳幼児） 

○授乳室を設けてもらいたい。（トイレ近くにあると便利） 

○多目的トイレに幼児用トイレ（小児用便器）があるといい 

○フロント近くにキッズスペースがあると便利 

○貸出用補助ベッド（洋室）が欲しい 

○貸出用のおもちゃがあるといい 

○ベビーフードがあるといい 

○バイキング等食事におけるアレルギー表示 

○子供用のスリッパ、浴衣、椅子があるといい 

○宿泊者にベビーカーを貸出 

○ベビーベッドの貸出 

 

 

 

 

 アレルギー疾患を持つ人が増えています。アレルギー表示は子供だけでなく、大人にとっ

ても有効です。また乳幼児ではありませんが介護の必要な高齢者はきざみ食等を望まれる方

もいます。特別食対応は当たり前になりつつあります。 

 

子育て情報を掲載した HP 等は充実化しつつあります。それを見て選択、意思決定する人

も多くいます。特に最近の若い人たちはホームページや SNS からの情報が選択の大きな要素

を占めます。設備や器具の充実化は選ばれる確率を高くします。（乳幼児連れでも安心して泊

まれるホテルを紹介したホームページもあります。） 

緊急時等ののコミュニケーション手段が充実していることは安心と満足度の向上につな

がります。 

 

フロントに手話ができるひとがいるとありがたいですが、ホワイトボード等で筆談によっ

てやり取りできることも大切です。(外国人にも有効) 
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3.補足 

 

バリアフリールーム基準における個人的見解 

これまで松山市内にあるバリアフリールームの大半を見学してきましたが、中にはバス

ルームが大変広く大型の車いすであっても十分に回転できるところもありました。そのよ

うなバスルームはほぼユニットタイプのバスルームでした。しかしながら（これは一個人

の感覚となりますが、）一般の人がそこを使うとなると、かえって広すぎて落ち着かない場

所に感じられます。 

 

またすべての車いす使用者が歩行できないかというとそうでもありません。特に高齢者

では車いすを使用していても多少は歩くことができる人も多くいます。その人にとって広

すぎるバスルームは逆に転倒リスクとなることも考えられます。 

新バリアフリー法の改正で示されている基準ではバスルーム内で車いすが回転できるス

ペースとなっています。もちろんそれだけのスペースが必要な人もいますが、どれだけそ

のような人がいるかというと少数であると言わざるを得ないでしょう。 

 

民間のホテルにおいては公共性と同時に経済性も重要です。そこで基準に示されたバリ

アフリールームをより多く設けることよりも、車いすが十分に通れる通路とベッドサイド

空間のある部屋、車いすが入れるだけのドア幅とスペース、段差のないフラットな入り口

となっているバスルーム。これらが整えられた客室を多く設けることがより多くの顧客と

ホテルの両方にメリットをもたらすのではないかと思います。 
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4.提案 

 

①  ユニバーサルフロアの設置 

 補足でも書きましたが、車いす利用者すべての人が歩けないわけではありません。多少

なりとも歩ける人も多くいます。ただし彼らは何らかの支えが必要であったり、足を高く

上げることが難しかったりします。そのような方々にとって室内等に段差がないことが望

まれます。また今後の超高齢社会を考えると段差をなくすことは多くの人にメリットがあ

ると思われます。本来全室段差をなくせば一番よいのでしょうが、基礎工事と価格の問題

もあるのではないかと思います。そこで車椅子が通れるだけの幅のある通路（室内、室外）

や扉が設けられ、全室段差をなくしたフロア（ユニバーサルフロア）の設置を提案します。

事例として東京都新宿区にある日本青年館ホテルではワンフロア全室を車椅子の人も使え

るようにユニバーサルフロアとしてあります。（別添①日本青年館ホテル参照） 

 

 ユニバーサルフロアの廊下は滑りにくい材質のフローリングとする、部屋のベッドや家

具類は移動可能なものとする、家具や客室のコーナーは面取りするか保護材を取り付ける

と、障がい者や高齢者、あるいは乳幼児等様々な人のニーズに応えることが可能です。ま

たスイッチ類を 100～110 ㎝程度のところ、コンセントを床から 40 ㎝のところに設置する

と車いす使用者には適当な高さとなります。これは健常者にとっても特に不便を感じるこ

とはありません。 

 

  

 

 

②  バリアフリールームについて 

バリアフリールームは車いすが回転できるだけの空間が必要であることからそれだけ面

積を必要とします。日本青年館ホテルもそうですが、松山市内のホテルでもバリアフリー

ルームを基本シングルルームとし、ソファベッドを設け 2 人での宿泊も可能としていると

廊下が広いと通行しやすいが、床が絨毯（特に毛が長いもの）だと走行が大変となる。 

車椅子が通りやすい廊下は自転車も通りやすい。（写真右：南紀白浜マリオットホテル） 
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ころも見られます。（※車いす使用者は一人で泊まられる方も多くいます。）一室はシング

ルルームとして考えるのもよいのではないでしょうか？ 

 またツインルームの場合 1 床は電動ベッドとすると障がい者や介助の必要な高齢者等の

ニーズに応えることができます。最近の電動ベッドにはホテルの部屋においても見劣りし

ないものが多数あります。 

 またバリアフリールームは稼働率が低いイメージがありますが、きちんと整備されたバ

リアフリールームはリピーターが現れますし、口コミ等でも広がっていきます。松山市内

でも稼働率が 100 パーセントにに近いところもあります。 

 

 

 

③  多目的ルームの設置 

本来バリアフリーとは様々な人々にとって使いやすい（使える）というものですが、こ

れまでの発展の経緯からバリアフリーというと、どうしても障がい者や高齢者などの身体

に不自由を抱える人が使うものというイメージとなってしまいます。それは「バリアフリ

ールーム」も同じです。ある意味一般の人は使ってはいけないととらえてしまいます。し

かしながらその部屋のスペースはサイクリストにとっては自転車を置くスペースとして有

効です。子育て世代にとっては子供が動くスペースとして、あるいはベビーベッドを置く

スペースとして役立ちます。またバスルームでは体を洗うスペースであったりベビーバス

を使用するスペースとしても有効です。そこでサイクリストや乳幼児連れ家族にとって使

いやすい多目的ルーム（仮称）を設置することを提案します。サイクリストや乳幼児連れ

家族にとっても使いやすく、車いす利用者も使用することができます。もちろんその他荷

物の多い人なども利用することが可能です。 

 

松山市内の一般ホテルにもバリアフリールームに電動ベッドを設置している

ところもある。このホテルの場合両方のベッドを電動ベッドにしている。 
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④ 貸出物品の充実 

シャワーチェア、浴槽用ボード（移譲台）、（各機器と連動した）振動版、車いす、ベビー

ベッド、ベビーバス、おもちゃ、ベビーカー、温度計・湿度計、サイクルスタンドなど細

やかな器具類の貸し出しはより多くの人々のニーズに応えることが可能です。（別紙②京王

プラザホテル参照） 

 

⑤ 大型エレベーターの設置 

2 基以上エレベーターを設置すると思いますが、そのうち 1 基は自転車が 2 台入る程度のも

のにすると、サイクリストはもちろんのこと、車いす使用者と介助者、ベビーカー家族、

大きな荷物を持った人にとっても便利です。 

 

 

 

 

自転車 2台ぐらい入るエレベーターが設置されていると何かと便利です。 

自転車持ち込み可能なホテル…今治市内にあるアーバンホテルの一室（左写真）と赤ちゃん歓迎の淡路

島にあるホテル＆リゾート MINAMIAWAJI（写真右） 
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5.あとがき 

 

何度も書いてしまいますが 2020 年の夏に開催される東京オリンピック・パラリンピック

において、今回はパラリンピックにも力が入れていることが各メディアを通じて分かりま

す。たとえそれが企業等による戦略的政策であろうと成熟社会を迎えた日本の中で、その

視点がメジャーからマイノリティ（少数派）へ移り行くのは自然であり、彼らの生活の質

を上げていくことが、多様性を認めつつ、一人ひとりが自分らしく生きられる社会へとな

っていきます。 

 

現在日本も含めて世界中で格差の問題が大きく取り上げられていますが、それは利益主

導の経済界のあり方がもたらしたものです。そしてそれは地球環境問題から社会問題まで

様々な危機的問題を生じさせることになっています。そのため現在 SDGs「Sustainable 

Development Goals（持続可能な開発目標）」が打ち出され教育現場も含め各界に導入され

始めています。またこのような状況を生み出したことを反省し、(日本の経団連に当たる）

アメリカ財界ビジネスラウンドテーブルでは株主至上主義からすべてのステークスホルダ

ー（利害関係者）重視への転換を打ち出しました（※5）。つまりはこれからの企業のあり

方経営（経済）のあり方は、すべての利害関係（者）に配慮したものであること、社会課

題の解決するものであることへと転換されていくということです。日本は米国の影響を大

きく受ける国です。このアメリカの経済団体の転換の影響はいずれ日本にもやってくるこ

とでしょう。 

 

ホテルの語源は病院（ホスピタル）と同じラテン語の「ホスピタリス」から来ており、

その意味は客人を歓待し、もてなすということです。現在のホテルはこの客人をもてなす

ことを基本としつつも部屋の種類も多彩となり、さらには会議や結婚式等様々な機能や要

素が加わり、今ではある意味人々の、時には二人の特別な物語が生まれる空間ともなって

います。今後社会のユニバーサル化が推し進められていく中で、ホテルとはこの「おもて

なし」を基本としつつ、特別な物語を提供するとともに「ユニバーサルな物語」が生まれ

る空間であって欲しいと思います。今回ハード面を主に書きましたが、そのためにはソフ

ト面におけるバリアフリーも必要となります。ユニバーサルであること（※6）は障がい者

だけでなくより多くの人々にメリットをもたらします。 

 

貴ホテルは 40年前に建設された際に車椅子視点を取り入れた愛媛で最初のホテルと伺っ

ております。今回も未来のユニバーサルな社会をリードすべく役割を担い、松山で誇れる

ホテルとなることを願い、バリアフリーを重視した施策の提案をさせていただきました。 

 

今回掲載した要望はいくつかの団体等から聞き取りしたものです。実際にはより多くのも
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のが出てくると思います。すべての要望に応えることは難しいことですし、障がいによっ

てバリアフリーに必要なものが相反することもあります。またホテルの建設となると経営

的観点からするとより大きな課題等がたくさん出てくると思います。けれども多様な視点

から検討していただき、一人でも多くの人が満足できるホテルを実現していたただきたく

思います。 

 

令和元年 10 月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※1 日経 BP スペシャル HP「2025 年のホテル業界が注目するテクノロジーは、AI、音声

認識、VR」より 

 

※2 障害に関しては厚生労働省から「障害者差別解消法 衛生事業者向けガイドライン」

が出されていますので、それを参考にしてください。 

 

※3 ニーズ調査協力…CIL 星空 

ニーズ聞き取り…NPO子育てネットワークえひめ、松山市内在住視覚障害者、視覚・

聴覚障害支援機関ほか 

 

※4 東京都カラーユニバーサルデザインガイドラインより 

 

※5 サステナブル・ブランド ジャパン HP「米経済団体が「株主至上主義」から脱却、人

や社会を重視へ」より 

 

※6 福祉業界ではバリアフリーをユニバーサル（デザイン）、オルターナティブ、あるい

はインクルーシブ（デザイン）と用語が使われていますが、ここで様々な人にとって使い

やすいものとしてバリアフリーとユニバーサルを使っています。 
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IncluDe（インクルデ） 

平成 28 年に結成。障がい者支援を通じて誰もが暮らしやすいまちづくりをテーマに活動す

るグループ。 

これまでに「障害者も訪れやすい商店街」企画、「愛媛のおもてなし袋」製作、「松山市中

心街・道後温泉周辺のバリアフリートイレ MAP」製作等の活動を行う。現在は「えひめの

バリアフリー情報『おでかけイーヨ』」の製作を中心に活動。 
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